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調査概要
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背景 令和2年より国内における新型コロナウイルスの感染拡大が深刻化し、経済や企業活動への長期間に渡る影
響が懸念されている。国や自治体が各種経済対策に取り組んでいるが、コロナ対策のみならず「三沢市民意
識調査(平成28年度実施)」より市の緊急課題とされていた「雇用・就労の場の確保」を推進すべく、継続的
な企業振興策が求められる。人口減少・少子高齢化という観点からも、地元就職を希望する学生と人材難
の企業双方にとって有効な支援策も必要となる。

調査目的 雇用・就業の当事者である企業や学生を取り巻く状況の把握に加え、コロナ禍における意識(ニーズ等)の変
化を的確に捉え、実情に沿った効果的な中小企業支援施策に活用することを目的とする。

調査対象 ① 雇用者(企業)向け：三沢市内の全事業者：1,880社
② 学生向け：三沢市管内の高校三年生：554名(三沢高校・三沢商業・六戸高校・百石高校)

把握内容 ① 雇用者(企業)向け
• 既存調査との比較・・・既存支援施策の情報入手方法、利用状況、利用しない理由、経営課題、今後

求める支援策
• 新規に設定・・・コロナの経営活動への影響、対策内容、利用支援施策、効果、行政への希望等
② 学生向け
• 新規に設定・・・希望進路、希望エリア、コロナの影響、就職先選定の優先順位、意思決定への影響者、

就職活動方法、情報収集方法、Uターン意向、希望する地元企業への就職支援、三沢市に感じる価
値、その他求める有効な支援内容等

調査方法 雇用者(企業)質向け：質問紙を郵送してのアンケート調査(返送任意)
学生向け：各学校へ質問紙を持参(先生を通じて配布・回収)

回収数
回収率

雇用者(企業)向け：910件(回収率48.4%) 
※返送分で既に営業していない225件を除き有効回答数は685件
学生向け：513名(回収率92.6%)
※統計学的に「標本誤差5%以下を有意水準とした必要な回答数=400以上」という最も厳しい基準を大
きく上回っており、十分な回答数であるといえる。

調査時期 令和3年1月～2月



全体設計
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コロナ対策
コスト削減、業種・業態の転
換、新たな商品開発等

テレワーク
実施有無、実施対象、実施期
間、継続意向

(コロナ関連)利用支援施策
持続化給付金、雇用調整助成
金、各種融資等

経営課題
人材の強化(採用・育成)、顧客満足度の向上、後継者育成・事業継承、マーケティング・販路開拓等

今後求める支援施策
人材確保・育成、雇用維持、当面の資金繰り、事業継承、販路開拓・マーケティング、借入金の条件変更等

困りごとや行政に望むことなど(自由記述)

どのような企業が

コロナが事業活動に
どのように影響していて

どのような対策・支援
のもとで

どの程度の効果があって

特に何に困って
何を求めているのか

コロナの影響
既に影響、これから影響、影響が
収束、影響なし

影響内容
売上減、営業日減、商談の中
止・延期、仕入れ制限等

影響度合い
減収率、従業員の解雇、休業、
採用抑制等

コロナ対策の効果
効果の有無、度合い、その理由

テレワークの効果
効果の有無、度合い、その理由、
実施しない/やめた理由

利用支援施策の効果
効果の有無、度合い、その理由

(既存施策)情報入手手段
商工会、金融機関、同業他社、
市のメール、入手していない等

(既存施策)利用状況
利用している/利用したことがある、
利用したことがない、不明

(既存施策)利用しない理由
支援施策が分からなかった、利用
したいと思わなかった等

企業プロフィール
業種、従業員数、営業年数、代表者の年代

既存施策をどのように活
用していて
活用しない理由は何で

どのような経営課題を
抱え

＝継続質問(三沢市中小企業実態調査)



質問構成
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セクション 回答方式 新規/継続 回答対象 質問no 質問内容

1. 事業者プロフィール 単数・記述 継続 全事業者 (1)~(5) 業種 / 創業年 / 企業形態 / 事業主の年齢 / 従業員数

2. 既存施策の活用状況 複数 継続 全事業者 Q1 行政や金融機関などの支援施策に関する情報の入手方法

単数 継続 全事業者 Q2 支援施策の利用状況

複数 継続 Q2で2を選択 Q2-1 支援施策を利用しない理由

3. コロナ禍での現状と対策 単数 新規 全事業者 Q3 新型コロナウイルスが企業活動に及ぼした影響

複数 新規 Q3で1~3を選択 Q3-1 影響内容(現在/過去/未来の影響)

記述 新規 Q3で1~3を選択 Q3-1 前年同月を100としたおおよその売上/来客者

複数 新規 全事業者 Q4 新型コロナウイルスにより、やむを得ず検討/実施したこと

複数 新規 全事業者 Q5 新型コロナウイルスにより検討/実施した打開策と効果

記述 新規 全事業者 Q5 Q5の打開策に効果があった/なかった理由

単数 新規 全事業者 Q6 在宅勤務(リモートワーク/テレワーク)の実施状況

単数 新規 Q6で1~4を選択 Q6-1 在宅勤務(リモートワーク/テレワーク)の有効性

複数 新規 Q6-1で3~4を選択 Q6-2 在宅勤務(リモートワーク/テレワーク)が有効でない理由

複数 新規 全事業者 Q7 新型コロナウイルスに関連した各種支援策で利用したもの

4. 経営課題と求める支援策 順位 既存 全事業者 Q8 貴社(あなた)の経営課題

順位 既存 全事業者 Q9 市に対し、今後強化を期待する中小企業支援策

5. 自由記述 記述 新規 全事業者 Q10 市内の中小企業振興のために望むことや意見等



1. 事業者
プロフィール
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(1)業種
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特に多いのは下記の3業種
(この3つで全体の半数近く、42.2%を占める)

✓ 二次産業/建設業、鉱業・採石業・砂砂利業
✓ 三次産業/小売業と飲食サービス業

8割弱は三次産業(サービス業)

産業別

(1) 業種

※三次産業の業種と他の業種を複数選択した事業者(20社)は「⑯複合サービス業・その他サービス業」として集計しています



(1)業種
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(1) 業種

H28 三沢市中小企業実態調査(以下、前調査)と比較して、特に多い業種は変わらず建設業ほか、小売業、飲食サービス業
前調査と比較して、本調査で比率が多くなっているのは学術研究・専門・技術サービス業と医療・福祉

回答数=685件

※三次産業の業種と他の業種を複数選択した事業者(20社)は「⑯複合サービス業・その他サービス業」として集計しています



(2)創業年
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(2) 創業年 事業年数

※未回答、元号のみで年なし、存在しない年
(昭和75年等)は不明としています

✓ 創業年が平成3年以前(=事業年数31
年以上)の事業者が半数以上(51.7%)
を占める一方で、前調査と比較して創業
が比較的新しい事業者(平成21年以
降)の比率が高くなっている

半数以上は事業年数が31年以上

✓ 創業年が平成21年以降の事業者
- 前調査：6.9%(44件)
- 本調査：16.2%(111件)

事業
年数



(3)企業形態
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(3) 企業形態

✓ 法人と個人がほぼ同数だった前調査と比較して、本調査
では若干法人の比率が高くなっている

企業形態はおおよそ法人：個人=6:4



(4)事業主の年齢
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(4) 事業主の年齢

※代表者の年齢が5歳(1件)と未回答(13件)は
不明としています

✓ 最も多いのは61~70歳、次いで51~60歳、
71~80歳

✓ 前調査と比較して、事業主の年齢構成比はほぼ
同じ傾向

60代が最も多く、半数以上の事業主は61歳以上



(5)従業員数

12

(5) 従業員数

(=正規社員数＋非正規社員数＋事業主1)

正規社員比率
(平均)

✓ 最も多いのは1人~5人で、個人か零細企業と呼ばれる小規模事業者が半数以上を占める
✓ 従業員数の構成比は前調査とほぼ同じ傾向

半数以上は従業員数1人~5人(個人もしくは零細企業) ※従業員数=事業主を含む人数

※企業形態が個人、もしくは法人で正規社員/非正規社員が0~5人(零細企業)の場合、従業員数の空欄は「なし」という意味の
可能性が高いため、0人とみなして集計しています(該当事業者数=243件)。



1. 事業者プロフィール：まとめ
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(1)業種
✓ 8割弱は三次産業(サービス業)
✓ 建設業・小売業・飲食サービス業が多く全体の

約4割を占める

(2) 創業年
✓ 半数以上が事業年数31年以上
✓ 一般的に企業の寿命はだいたい30年くらいと言

われており、企業ライフサイクルの衰退期にあたる
✓ その一方で、事業年数が比較的新しい事業者

(創業:平成21年以降)の比率が高まっている

(3) 企業形態
✓ 法人：個人=6:4

(4) 事業主の年齢
✓ 60代が最も多く、半数以上の事業主は61歳
以上

(5) 従業員数(事業主を含む)
✓ 半数以上は1~5人(個人/零細企業)

事業再生、事業転換
売上は維持で高収益化
(業務効率化、一部の優良
顧客に特化など)
もしくは
事業継承、廃業

差別化・ブランディング戦略
顧客創造・リピート対策
次世代リーダー育成
経営力・組織力の強化

コロナ禍でのニーズに
応じた短期的支援に
加え、中長期視点で
の支援が必要売上



2.既存施策の
活用状況
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Q1:既存支援施策に関する情報の入手手段

15

Q1.行政や金融機関などの支援施策(融資、補助金、セミナー等)に関する情報について、どのように入手しているか
教えてください。(複数回答可)

※複数回答のため、％の分母は回答数=685件となります(％の合計は100を超えます) ⇒回答数の685件中、〇%が選んでいるという意味です。

回答数=685件

19.7%

13.6%

25.7%

31.7%

41.8%

11.2%

13.9%

✓ 前調査と同様、三沢市商工会が最も多い。また利用率が前調査の2倍近くに増加している(22.1%⇒41.8%)
✓ 支援施策の情報収集にインターネットを利用している事業者は3倍以上に増加(10.0%⇒31.7%)
✓ 入手していない事業者は減少している(20.3%⇒13.9%)

支援施策の情報を入手する事業者が増えている。三沢市商工会からが最も多く、次いでインターネット、取引先金融機関



Q2:支援施策の利用状況(1)
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Q2.支援施策(融資、補助金、セミナー等)の利用について教えてください。

Q2-1.利用しない理由を教えてください。(複数回答可)

Q2-1_01_どのような支援施策があるのか
分からなかった

Q2-1_02_支援施策があることは知っていたが、
具体的な内容が分からなかった

Q2-1_03_支援施策の内容は知っていたが、
自社が利用できる制度ではなかった

Q2-1_04_支援施策の内容は知っていたが、
書類作成等が面倒なので利用しなかった

Q2-1_05_支援施策の内容は知っていたが、
相談する相手がいなかったので利用しなかった

Q2-1_06_申請を行ったが、受理されなかった

Q2-1_07_利用したいと思わなかった

Q2-1_08_その他

26.1%

14.6%

29.9%

28.0%

9.6%

7.6%

3.2%

2.5%

✓ 利用している、または利用したことが
ある割合が前調査から約3.5倍に
増加している (16.1%⇒56.1%)

利用している/利用したことがある
事業者が大幅に増加

「支援施策の内容は知っていた
が自社が利用できる制度では
なかった」が大幅に増加

✓ 「内容は知っていたが
自社が利用できる制
度ではなかった」という
理由が約3倍に増加
(10.6%⇒29.9%)

✓ 次いで多いのが、「どの
ような支援施策がある
のか分からなかった」、
「利用したいと思わな
かった」でこの両者が多
いのは前調査と同じ傾
向

回答数=157件
※複数回答のため、％の分母は
回答数=157件となります(％の
合計は100を超えます)



Q2:支援施策の利用状況(2) 業種別
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Q2.支援施策(融資、補助金、セミナー等)の利用について教えてください。

1. 利用している/
利用したことがある

✓ 大部分の業種で、半数以上の事業者が支援施策を利用している/または利用したことがあると回答している
✓ (事業者数は少ないものの)「金融業・保険業」と「不動産業・物品賃貸業」は「利用したことがない」割合が高くなっている



2. 既存施策の活用状況：まとめ
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Q1：既存支援施策に関する情報の入手手段
✓ 前調査と比較して、行政や金融機関などの支援施策に関する情報を入手する事業者が増加
✓ 特に三沢市商工会(2倍)、インターネット(3倍)による情報入手が大きく増加

Q2：支援施策の利用状況
✓ 前調査と比較して、利用している/利用したことがある事業者が大きく増加
✓ 支援施策を利用したことがない理由では、「内容は知っていたが自社が利用できる制度ではない」が

前調査よりも大きく増加

✓ 昨年からの新型コロナウイルス感染拡大に伴い、国や自治体、金融機関等の各種支援施策
(給付金や補助金等)に関する情報を事業者が積極的に収集していると考えられる

✓ 給付金や補助金を利用するには一定の要件を満たす必要があるため(コロナ禍前と比較して
定められた水準以上の売上減少等)、利用できなかった事業者が前調査よりも大きく増加し
たものと推察される



3.コロナ禍での
現状と対策
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Q3:新型コロナウイルスが企業活動に及ぼす影響(1)
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Q3.新型コロナウイルスの発生は、企業活動に影響を及ぼしていますか？

影響

1. 現在も影響が継続
している

39件 / 32.5%

※各産業の人数が大きく異なるため、横％集計としています

1. 現在も影響が継続
している

2件 / 33.3%

2. 影響が出たが
収束に向かっている

25件 / 20.8%

3. これから影響が
出ると考えている

30件 / 25.0%

4. 影響は
ない

19件 / 15.8%

1. 現在も影響が継続
している

390件 / 56.9%

3. これから影響が
出ると考えている

78件 / 11.4%

全体では、6割近い事業者が新型コロナウイルス
の影響が現在も継続している

産業別にみると、特に三次産業(サービス業)は現在も影響が継続して
いる割合が高く、二次産業は事業者によって影響度は異なる傾向

建設・製造業

サービス業



Q3:新型コロナウイルスが企業活動に及ぼす影響(2) 業種別
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Q3.新型コロナウイルスの発生は、企業活動に影響を及ぼしていますか？

事
業
者
数
が
10

以
上
で
影
響
が
継
続
し
て
い
る
割
合
の
高
い
業
種

※業種によって事業者数が大きく異なるため、横％集計としています



Q3-1:新型コロナウイルスの影響内容
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Q3-1.どのような影響が出ている / 過去に出た / 今後出そうですか？(複数回答可)

※複数回答のため、％の分母は回答数=537件となります(％の合計は100を超えます) ⇒回答数の537件中、〇%が選んでいるという意味です。

回答数=537件

37.6%

27.6%

2.2%

5.6%

6.5%

15.6%

19.9%

21.4%

25.3%

✓ 売上/来客者の減少、営業/稼働日数の減少、予約/受注のキャンセルという売上減に直結する要因が上位を占める

コロナの影響があった事業者の4割近くは売上/来客者が減少、次いで営業/稼働日数の減少、予約や受注のキャンセル

※Q3(コロナの影響有無)で1~3 
(影響が継続/収束/これから影響)と
答えた事業者が回答対象となります



Q3-1:業種別の影響内容(1) 売上減少/営業日数減少

23

1. 売上/来客者が減少%の分母→ 3.営業/稼働日数の減少事業者数

※Q3で1~3を選択した事業者が回答対象となります

50.0%

29.2%

18.5% 27.7%

37.5%

50.0% 12.5%

22.2%

53.3%

35.3%

47.4%

46.2%

47.9%

50.0%

51.5%

44.4%

34.6%

29.4%

50.0%

6.7%

11.8%

44.4%

50.0%

21.1%

16.7%

36.4%

44.4%

7.7%

37.3%

特に小売業と飲食
サービス業は売上/
来客者が減少して
いる割合が高い

特に飲食サービス業
は営業/稼働日数
が減少している割合
が高い



Q3-1:業種別の影響内容(2) 売上の減少度合い

24

Q3-1(新型コロナウイルスの影響)で「1. 売上/来客者が減少」と回答した事業者の減少度合い
前年同月を100とした現在のおおよその数値 (業種別平均値)

減少大 減少小

事
業
者
数
が
10

以
上
で
減
少
度
合
い
の
高
い
業
種

特に飲食などのサービス業、小売業・卸売業で売上/来客者の減少度合いが高い
全業種でみると、減少度合いは事業者によって二極化している

全業種での分布

前年同月を100とした現在のおおよその数値

売上/来客者の減少
度合いは二極化傾向

減少大

減少小



Q3-1:業種別の影響内容(3) キャンセル/イベント中止・延期

25

2. 予約や受注のキャンセル%の分母→ 6. イベントや展示会の中止・延期事業者数

※Q3で1~3を選択した事業者が回答対象となります

29.2%

15.4% 9.2%

25.0%

25.0%

15.4%

11.1%

6.7%

14.1%

28.9%

15.4%

40.4%

50.0%

21.2%

16.7%

28.8%

35.3%

40.0%

37.6%

11.1%

11.7%

10.5%

16.7%

18.2%

44.4%

26.9%

21.6%

50.0%

特に飲食サービス業
でキャンセルの割合
が突出して高い

飲食サービス業
では約4割の
事業者がコロナ
によりキャンセル
が発生と回答

特に小売業でイベント等の中止・
延期の割合が突出して高い

小売業では約4割
の事業者がコロナ
によりイベント等に
影響と回答



Q3-1:業種別の影響内容(4) 営業活動/仕入れに影響

26

5. 営業活動や商談の中止・延期%の分母→ 7. 材料などの仕入れに影響事業者数

※Q3で1~3を選択した事業者が回答対象となります

50.0%

12.5%

33.8%

50.0%

25.0%

12.5%

66.7%

40.0%

24.7%

21.1%

30.8%

5.3%

16.7%

6.1%

11.1%

9.6%

23.5%

13.3%

14.1%

32.3%

11.7%

7.9%

6.1%

32.7%

11.8%

50.0% 建設業と小売業で
営業活動や商談に
影響している割合
が高い

建設業と医療・福祉で
材料などの仕入れに影
響している割合が高い



Q4:新型コロナウイルスによりやむを得ず実施/検討したこと(1)
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Q4.新型コロナウイルスの発生により、貴社でやむを得ず検討中もしくは実施したことをお選びください。(複数回答可)

※複数回答のため、％の分母は回答
数=685件となります(％の合計は100
を超えます)

⇒回答数の685件中、〇%が選んで
いるという意味です。

回答数=685件

4.4%

実施済 検討中
※「実施済」「検討中」の両方を選択した10事業者
は「実施済」として集計しています

3.8%

1.5%

10.7%

4.1%

3.6%

14.7%

5.8%

6.4%

0.6%

0.6%

2.0%

8.2%

3.6%

4.7%

3.4%

5.1%

3.9%

8.5%

2.9%

8.9%

6.9%

16.8%

1.5%

1割強の事
業者が設備
投資の抑
制・延期を
実施

1割の事業者が
従業員へ休業
を依頼

さらに2割弱
の事業者が
設備投資の
抑制・延期を
検討中



産業 (1) 業種
実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

一次産業 ①農林水産業 6 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1

二次産業 ②建設業、鉱業・採石業・砂利採取業 85 3 5 14 6 1 3 6 3 5 4 4 6 4 16 5 7 5 6 1 1 4 2 2

③製造業 30 2 4 2 1 2 6 4 2 1 2 1 5 5 3 2 2 1 1 2

三次産業 ④情報通信業 3 1 1

⑤運輸業 9 2 1 1 3 1 1 5 2 1 2 2 1 1 1

⑥卸売業 19 1 1 1 1 1 1 1 3

⑦小売業 100 2 8 1 2 1 3 7 1 4 2 2 3 15 17 4 6 3 11 1 3 9

⑧金融業・保険業 12 3 1 1 1 1

⑨不動産業・物品賃貸業 25 2 1 1 2 4 2

⑩学術研究、専門・技術サービス業 53 1 2 1 2 2 1 3 2 2 2 2 9 8 5 3 1 2 1 1 4 1 1

⑪宿泊業 7 1 2 1 1

⑫飲食サービス業 104 9 25 2 5 4 8 26 6 4 4 6 4 16 19 9 7 7 7 2 1 20 1 2

⑬生活関連サービス業・娯楽業 38 2 2 1 2 1 3 8 6 5 3 3 3 10 7 4 4 7 2 5 2 1

⑭教育・学習支援業 21 1 4 1 3 3 1 5 5 1 1 1 3 2

⑮医療・福祉 69 2 1 1 2 1 3 1 3 1 2 11 7 6 3 4 4 2 2

⑯複合サービス業・その他サービス業 67 4 4 3 1 1 5 4 5 2 2 3 3 10 14 6 7 5 10 1 2 1 4 1

不明 ⑰不明 5 1 1 2 1

未回答 未回答 32 2 4 2 2 3 1 1 1 6 5 2 2 5 2 3 4 1 1

685 30 56 26 25 10 32 73 35 28 23 25 27 101 115 40 47 44 61 4 20 4 58 14 10

Q04_12_

その他

計

Q04_06_

中途採用を

見合わせる

Q04_07_

設備投資を

控える、延

期する

Q04_08_

事業資金

の調達を見

合わせる、

減らす

Q04_09_

事業の規

模を縮小す

る

Q04_10_

事業を他者

に継いでも

らう

Q04_11_

廃業

事

業

者

数

Q04_01_

家賃や取

引先への支

払い期限を

延長しても

らう

Q04_02_

納期、工期

を延長して

もらう

Q04_03_

従業員へ

退職を依頼

する

Q04_04_

従業員へ

休業を依頼

する

Q04_05_

新卒採用を

見合わせる

Q4:新型コロナウイルスによりやむを得ず実施/検討したこと(2)

28

Q4.新型コロナウイルスの発生により、貴社でやむを得ず検討中もしくは実施したことをお選びください。(複数回答可)

【業種別】選択した事業者数

特
に
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

が
大
き
く
2

割
近
く
が
廃
業
を
検
討



Q5:新型コロナウイルスにより実施/検討した打開策と効果(1)

29

Q5.新型コロナウイルスの発生により、貴社で検討中もしくは実施した打開策とその効果をお選びください。(複数回答可)

回答数=685件

実施済 検討中 効果

Q05_01_非対面による商品・
サービスの提供、販売

Q05_02_コロナ禍に対応した
新商品・サービスの開発

Q05_03_コロナの影響が少な
い新たな顧客/販路の開拓

Q05_04_社内業務のIT化、
自動化の推進

Q05_05_従業員の配置転換、
教育・訓練

Q05_06_公的支援の活用、
情報収集

Q05_07_業種・業態の変更

Q05_08_他社との連携、統合

Q05_10_その他

Q05_09_特になし

回答数
685件 非

常
に

効
果
あ
り

あ
り
そ
う

多
少
の

効
果
あ
り

あ
り
そ
う

あ
ま
り

効
果
な
し

な
さ
そ
う

全
く

効
果
な
し

な
さ
そ
う

未
回
答

※「実施済」「検討中」の両方を選択した15事業者は「実施済」として集計しています

※複数回答のため、％の
分母=回答数(685件)

12.6%

3.2%

6.4%

6.7%

5.7%

23.9%

1.6%

1.2%

2.0%

9.8%

7.3%

6.7%

6.9%

7.9%

5.5%

8.6%

4.2%

5.5%

0.7%

4.5%

公的支援の活用、
情報収集の実施・
検討割合が最も
高く、効果があると
感じている事業者
も非常に多い

主に飲食サービス業
(p.31参照)



Q5:新型コロナウイルスにより実施/検討した打開策と効果(2)

30

Q5.新型コロナウイルスの発生により、貴社で検討中もしくは実施した打開策とその効果をお選びください。(複数回答可)

1. 非常に効

果があった/

ありそう

2. 多少の効

果があった/

ありそう

3. あまり効

果はなかった/

なさそう

4. 全く効果

はなかった/

なさそう

未回答 計

17 58 28 9 24 136

12.5% 42.6% 20.6% 6.6% 17.6% 100.0%

8 45 19 5 13 90

8.9% 50.0% 21.1% 5.6% 14.4% 100.0%

2 28 17 5 17 69

2.9% 40.6% 24.6% 7.2% 24.6% 100.0%

24 46 12 4 14 100

24.0% 46.0% 12.0% 4.0% 14.0% 100.0%

15 35 11 3 13 77

19.5% 45.5% 14.3% 3.9% 16.9% 100.0%

75 98 27 3 20 223

33.6% 43.9% 12.1% 1.3% 9.0% 100.0%

2 14 16 8 9 49

4.1% 28.6% 32.7% 16.3% 18.4% 100.0%

3 6 11 7 10 37

8.1% 16.2% 29.7% 18.9% 27.0% 100.0%

5 7 2 1 4 19

26.3% 36.8% 10.5% 5.3% 21.1% 100.0%

Q05_07_業種・業態の変更

Q05_06_公的支援の活用、

情報収集

Q05_05_従業員の配置転換、

教育・訓練

Q05_01_非対面による商品・

サービスの提供、販売

Q05_02_コロナ禍に対応した

新商品・サービスの開発

Q05_04_社内業務のIT化、

自動化の推進

Q05_03_コロナの影響が少ない

新たな顧客/販路の開拓

Q05_10_その他

Q05_08_他社との連携、統合

※下記の打開策に対して「検討中」もしくは「実施済」と答えた事業者が回答対象となります。

↓コロナに対する打開策

効果→

自由記述内容・・・感染対策:8件 / リモート・ネット活用:2件 / その他:1件

非常に大きな効果を実感/期待しているのは、「公的支援・情報収集」 「業務のIT化・自動化」 「人材育成」
多少の効果を実感/期待しているのは、「非対面の商品・サービス」 「コロナ禍に対応した商品・サービス」



産業 (1) 業種
実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

実施

済

検討

中

一次産業 ①農林水産業 6 1 1 1 2 1 2 1 1 1 2 1

二次産業 ②建設業、鉱業・採石業・砂利採取業 85 5 2 4 2 4 2 5 4 7 15 6 2 3 1 4 10 4 1 3

③製造業 30 3 3 3 1 2 1 4 4 5 2 10 1 2 1 2 2 2

三次産業 ④情報通信業 3 1 1 1 1 1

⑤運輸業 9 1 1 1 1 1 3 1 1 2 1

⑥卸売業 19 3 3 3 2 1 1 1 3 1 8 1 1 1 1

⑦小売業 100 6 6 7 3 7 6 8 4 26 8 3 3 15 7 1

⑧金融業・保険業 12 9 2 5 2 1 1

⑨不動産業・物品賃貸業 25 2 4 1 2

⑩学術研究、専門・技術サービス業 53 5 4 2 2 1 2 4 1 11 3 1 2 1 6 2 3 1

⑪宿泊業 7 1 1 1 1 2 1 1

⑫飲食サービス業 104 20 16 9 15 4 13 2 6 6 6 29 12 3 8 2 2 11 4 3

⑬生活関連サービス業・娯楽業 38 5 2 1 5 4 1 5 2 4 11 5 2 2 5 4 1

⑭教育・学習支援業 21 7 3 1 3 5 2 2 8 1 1 1 1

⑮医療・福祉 69 4 4 5 3 3 4 10 6 8 5 18 10 1 4 1 3 5 4 4

⑯複合サービス業・その他サービス業 67 8 4 6 5 3 6 2 6 7 6 12 7 1 11 1 7 4

不明 ⑰不明 5 1 1 1 1

未回答 未回答 32 6 3 3 2 3 4 2 3 1 4 3 2 1 1 1

685 86 50 44 46 22 47 46 54 39 38 164 59 11 38 8 29 67 31 14 5

Q05_07_

業種・業態

の変更

Q05_08_

他社との連

携、統合

Q05_09_

特になし

Q05_10_

その他

事

業

者

数

計

Q05_01_

非対面によ

る商品・

サービスの

提供、販

売

Q05_02_

コロナ禍に

対応した新

商品・サー

ビスの開発

Q05_03_

コロナの影

響が少ない

新たな顧

客/販路の

開拓

Q05_04_

社内業務

のIT化、自

動化の推

進

Q05_05_

従業員の

配置転

換、教育・

訓練

Q05_06_

公的支援

の活用、情

報収集

Q5:新型コロナウイルスにより実施/検討した打開策と効果(3)
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Q5.新型コロナウイルスの発生により、貴社で検討中もしくは実施した打開策とその効果をお選びください。(複数回答可)

【業種別】選択した事業者数

業
種
を
問
わ
ず
公
的
支
援
の
活
用
や
情
報

収
集
を
実
施
し
た
事
業
者
が
多
い



Q5:効果があった/なかった理由(1)

32

Q5. (自社で実施したコロナ打開策について)効果があった/なかった理由について、宜しければ簡単にお聞かせください(自由記述)

キーワード 自由記述コメント

1位
感染対策
(14件)

空間清浄機、エアコンにウイルス対策のフィルターを付けてから、浄化、脱臭、集塵ができているみたいで、クシャミ、せきをす
る人が少なくなった / 店内の消毒液手指消毒、体温計客ごとに使い捨てクロスなど今まで以上に気をつけていますが効果
がある無なしはわかりません。やらなければいけないと思ってやっています。 / 非接触温度計、アルコール消毒液を入口に用
意し、体温検査・手指消毒して頂き、新不識布マスクを差し上げ、つけ替えて貰い、自分はマスクの上にシールドマスクをし
て作業対策をしています。 / 手洗、消毒、マスクの義務化 / 「除菌、消臭」業務用オゾン消臭除菌機の購入により、室内
や車両内を行い、好評を得ている。 / 手洗、消毒、マスクの義務化 / ・補助金等により、感染予防の機器や消耗品が購
入できた。/・つい立ての設置により、サービス利用の継続ができている。 / 非対面プラスマスク、消毒、検温で今の所感染
者が出ていない。 / 感染対策下での必需用具かな？ / ６.商工会からの支援により店内の衛生管理をコロナ向けに拡
充させた / 自動ディスペンサー消毒は、自動で消毒液が出るので良いです。 / 消毒等の強化、お客様のソーシャルディスタ
ンスの徹底等で安心・安全の確保。 / ３密をさけ、空気除菌、体温測定、換気、消毒用アルコール準備、マスク着用に
加え、新聞、テレビ、市の情報に注意をはらい、休業をも心かけ、営業を実施しており、予約の調整を行っている。 / 情報
収集や、人の外出人数を予想し、調べておく事で、経費の削減に多少の効果あり。削減した分で個人に渡す消毒おしぼり
等コロナ対策に活用。働く側、利用する側、共に安心安全の環境作りを目指しています。

1位
経済支援
(14件)

/ 支援額。 / 給付金が無ければおそらく廃業 / 公的資金の援助により、多少の余裕が出来た / 公的助成金を最大限
利用し、経営を安定させ社員の生活を守った。 / 公的支援を受けた時は良かったが、それ以降も仕事のいらいが少なく大
変だ。 / 支払い等の不安解消に効果有。 / 雇用調整助成金の給付を受けたが、申請から受給までスムーズだったので、
多いに効果があった。 / ・補助金等により、感染予防の機器や消耗品が購入できた。 / 支援を受けたが、売り上げが供な
わなければ、減っていくのみではあるが、支援があってこそ続けられているのは大きい。 / マスクやアルコール消毒液等の価格
の高騰があり、職員や利用者様の人数分を確保するにはかなり費用がかかっていたので、その補助をしていただけたのが大
変助かった。必要経費とはいえ財務状況を圧迫するものだった。 / 申し込みが遅くなってしまった為 / 公的助成金活用
（雇用調整助成金申請）と関連法令の周知 / コロナ対策の補助金は大変助かりました。お金の心配なく、ばんばん対
策することができました。ありがとうございます。 / 商品券などはコロナによる外出などにおそれのある人達が店をつかうあとおし
になったと思う



Q5:効果があった/なかった理由(2)
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キーワード 自由記述コメント

3位
IT・ネット
活用
(8件)

エンドユーザーがネットを活用しているのを実感するためその対応をした。 / 業種的にコロナの影響は現在ないが、打ち合せ
（出張含）などはPCを活用し最低限にしている。出張費等の経費削減にもつながっている。 / Web会議の実施により、
出張する事を制限出来る。セミナー等、交通費及び時間の短縮ができる事、人との接触を少なく出来る。経費の節約と感
染拡大の防止。 / 今のところネット販売の効果はあまりないが、客足が減っているので引き続き強化していきたい。 / 新し
い案を考えたり、IT化に挑戦したり、何かをしようとする気持ちが持てた。 / 業務のIT化支援に向けた商品サービスの需要
が高まったためIT化支援業務に係る仕事が増えた。需要の変化に対応した。 / 今まで目を向けてこなかったIT関係だが
使える部分があることが分かった。ただし欠点もあり従来のものとの融合が必要。観客の声をしっかりと聞いて対応していけば
効果が見込めそう。 / 学習塾（週２）において、これまでリモートで学習する習慣がないので、本社からの提案を受けアン
ケートを実施したが、みなさん教室で学習したい事を望む声が多かった。

4位
テイクアウト
(7件)

外出、外食を控えるためテイクアウトの需要が増えた / テイクアウトでそれぞれの家庭で焼いたり調理して家で皆さんで楽し
んでいる様です。 / 持ち帰り専用の窓口を設けたところ以前よりわずかですが持ち帰りの売上が伸びました。 / １.テイクア
ウトを充実させた / テイクアウトを始めたが、月日が経つにつれ注文が減っていった。考えられる事として、金銭面、飽きる、
自炊が増えた。と推測。 / 飲食業を営んでおりますが、コロナ禍でテイクアウト中心の業態となり、SNS等を活用しそれなり
にお客様には、来店いただいたが、やはり通常営業ほどでは無く、コロナが収束することしか無いと考えます。 / 一時期需要
が高まったテイクアウトもそこまでの売上の伸びも無く、全く違う販路開拓を模索中（キャンプ場などでの販売）

5位
非対面
(3件)

保険の継続の際、口座振替を推進したが、訪問を希望又は来店のほうがいて、あまり効果が無かった / 介護施設なので
非対面は出来ず、事務職のみ多少の効果あり / なるべく非対面での対応、メール、電話等でのやり取り、完全予約制に
変更した。

6位
営業時間
短縮
(2件)

コロナに関連しない常連客を主に接客、カンバンを消して営業し早めに閉店しております。 / 営業時間を短くした



Q5:効果があった/なかった理由(3)
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キーワード 自由記述コメント

その他
(19件)

常識を持つことが大事なのでそれを継続するようにしている。 / 廃業検討中 / 実施中ではありますが目に見える効果があ
るかないかと言えるほどお客の入りがないので正直何とも言えない。 / コロナ関係なし今後も実施します。 / 私自身高年令
であり、後継者も居ないため廃業を近年中に検討中です。 / 本社は川崎市にあり、本連絡事務所としては一時出勤の
制限等はあったが、現在では殆どコロナの影響はなく業務できる。 / 当社設備で出来る市の仕事をまわして欲しい / 休業
中のため、実施も検討もしておりません。 / 当店の商品は特にイベント用なので、コロナで全てのイベントが中止するために
商売にはなりません。 / 経済スロが少ない地域なので、非常時は何をやっても厳しさを感じる。 / とにかく人が外に出られな
いため、店を開ければ赤字になるため。 / 自社は外仕事が多いので、リスクが少ない為、従業員のメンタル行動制限のみ
実施 / 顧客の状態による所が大きいから / 残り２年～３年現状維持で頑張ってみたい。 / スナックは、カラオケ等が主
体になるので対策をしてもお客様の来店を控える様に世間の風潮がそうなので難しいです。 / 建設業における、コロナ禍で
の事業推進には影響が少なく、人員不足のみの問題がクローズアップされている。 / 理容業の場合、ガマン、しんぼうです。
/ 外出規制、禁止などで来店人数がなく、売り上げがない。 / 影響は一時的なものだったので。



Q6:リモートワークの実施状況(1)
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Q6.貴社では従業員の在宅勤務(リモートワーク/テレワーク)を実施していますか？

リモート
ワーク

Q6-1.貴社にとって在宅勤務(リモートワーク/テレワーク)は有効であると思いますか？

未回答
108人
15.8%

/やめるのを検討中

その他
15人
2.2%

コロナを機に
実施している

34人
5.0%

2. 多少は有効
である
33人

52.4%

未回答
4人

6.3%

有効性

✓ リモートワークを実施して
いない事業者が大多数。

✓ 既に実施/コロナを機に
実施/実施したが中止/
これから実施と回答した
事業者は1割弱

7割以上は実施していない
(実施予定もない)

✓ (数は少ないものの)63
事業者中、半数以上が
「多少は有効である」、
「非常に有効である」と
合わせると65.1%が有
効であると回答

実施した/している/検討中
と回答した事業者の6割以
上は有効性を感じている



Q6:リモートワークの実施状況(2)
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Q6.貴社では従業員の在宅勤務(リモートワーク/テレワーク)を実施していますか？

✓ 業種別にみると建設業・小売業(6事業者)と金融業・保険業(4事業者)がコロナを機に実施
(主にデスクワークの従業員に対して実施しているものと考えられる)

過去/現在に実施もしくは実施を検討中の事業者の中で、最も多いのは「コロナを機に実施している」



Q6:リモートワークの実施状況(3)
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Q6-2.有効でないと思った理由をお選びください。(複数回答可)

※Q6-1(リモートワークの有効性)で「3. あまり有効ではない」「4. 全く有効ではない」と答えた事業者18件が回答対象となります。

回答数=18件

83.3%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

27.8%

38.9%

※複数回答のため、％の分母は回答数=18件となります(％の合計は100を超えます) ⇒回答数の18件中、〇%が選んでいるという意味です。

✓ (数は少ないものの)リモートワークが「あまり有効ではない」「全く有効ではない」と答えた18事業者のうち、
ほとんどが「業務がリモートワークに適していない」ことが理由と回答

✓ リモートワークを実施した/している/検討中と回答した事業者の6割以上は有効性を感じている一方で、
有効性を感じていない事業者のほとんどは業務が適していないことが理由となっている

リモートワークが有効でない理由は「業務が適していない」



Q7: 利用したコロナ関連の支援策(1)
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Q7.新型コロナウイルスに関連した、国や自治体、金融機関による各種支援策で利用したものをお選びください。
(複数回答可)

回答数=685件

※複数回答のため、％の分母は回答数=685件となります(％の合計は100を超えます) ⇒回答数の685件中、〇%が選んでいるという意味です。

46.4%

18.7%

14.7%

1.3%

1.6%

6.1%

6.1%

8.5%

12.4%

0.3%

✓ コロナ関連の各種支援施策の中では持続化給付金を利用した事業者が多く、全体の約半数を占める
✓ コロナ前と比較して一定の売上減が利用要件となっているため、市内事業者への影響の大きさを反映しているといえる
✓ 特に飲食サービス業は各種支援施策を利用する割合が高く、8割以上が持続化給付金を利用(p.39参照)

半数近い事業者が持続化給付金を利用 / 特に飲食サービス業はコロナ関連各種支援施策の利用率が高い



産業 (1) 業種 事業者数 % 事業者数 % 事業者数 % 事業者数 % 事業者数 %

一次産業 ①農林水産業 6 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

二次産業 ②建設業、鉱業・採石業・砂利採取業 85 46 54.1% 24 28.2% 7 8.2% 2 2.4% 0 0.0%

③製造業 30 14 46.7% 8 26.7% 2 6.7% 3 10.0% 5 16.7%

三次産業 ④情報通信業 3 0 0.0% 2 66.7% 0 0.0% 0 0.0% 1 33.3%

⑤運輸業 9 4 44.4% 2 22.2% 0 0.0% 0 0.0% 1 11.1%

⑥卸売業 19 10 52.6% 8 42.1% 4 21.1% 2 10.5% 2 10.5%

⑦小売業 100 44 44.0% 18 18.0% 16 16.0% 9 9.0% 5 5.0%

⑧金融業・保険業 12 0 0.0% 1 8.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

⑨不動産業・物品賃貸業 25 7 28.0% 5 20.0% 0 0.0% 1 4.0% 2 8.0%

⑩学術研究、専門・技術サービス業 53 29 54.7% 3 5.7% 3 5.7% 0 0.0% 1 1.9%

⑪宿泊業 7 5 71.4% 1 14.3% 2 28.6% 0 0.0% 2 28.6%

⑫飲食サービス業 104 86 82.7% 24 23.1% 34 32.7% 48 46.2% 13 12.5%

⑬生活関連サービス業・娯楽業 38 14 36.8% 8 21.1% 6 15.8% 4 10.5% 10 26.3%

⑭教育・学習支援業 21 7 33.3% 3 14.3% 1 4.8% 2 9.5% 3 14.3%

⑮医療・福祉 69 7 10.1% 1 1.4% 13 18.8% 2 2.9% 1 1.4%

⑯複合サービス業・その他サービス業 67 30 44.8% 12 17.9% 7 10.4% 8 11.9% 10 14.9%

不明 ⑰不明 5 2 40.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

未回答 未回答 32 13 40.6% 7 21.9% 6 18.8% 4 12.5% 2 6.3%

総計 合計 685 318 128 101 85 58

事

業

者

数

Q07_01

持続化給付金

Q07_04

金融機関等の無利

子・無担保融資

Q07_06

感染防止協力金

Q07_03

家賃支援給付金

Q07_02

雇用調整助成金

Q7: 利用したコロナ関連の支援策(2)
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Q7.新型コロナウイルスに関連した、国や自治体、金融機関による各種支援策で利用したものをお選びください。
(複数回答可)

%表示の分母は業種別の事業者
※例えば「⑫飲食サービス業の82.7%は持続
化給付金を利用した」という意味になります。



Q7: 利用したコロナ関連の支援策(3)
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Q7.新型コロナウイルスに関連した、国や自治体、金融機関による各種支援策で利用したものをお選びください。
(複数回答可)

【 「10.その他」を選択した事業者の自由記述の内容 】

✓ 三沢市新型コロナウイルス感染症予防対策設備整備費補助金 ・・・12件

✓ 三沢市経済対策支援助成金 ・・・6件

✓ 青森県新しい生活様式対応推進応援金 ・・・6件

✓ その他

• 慰労金と感染拡大防止等支援事業
• 保育対策総合支援事業費補助金、新型コロナウイルス緊急包括支援事業費補助金
• 厚労省のコロナ対策補助金
• 福祉慰労金
• 青森県生活様式対応推進応援金、小規模事業者持続化補助金（一般型）、放送受信料免除
• 環境改善事業費補助金
• 令和２年度青森県新型コロナウイルス感染症に係る障害福祉事業所に対する緊急包括支援事業費補助金、令和２年度三沢市

障碍者施設等感染症対策機器設置事業費補助金
• 令和2年度青森県医療機関・薬局等感染拡大防止対策事業費補助金
• 新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金※会社は（法人）交付金対象となり、交付を受けたが当事業所は対象外であった
• 中小企業デジタル化推進事業費補助金
• 青森県新型コロナウイルス感染症に係る、緊急包括支援事業費補助金
• 市の畜産家への給付金
• 医療従事者慰労金
• 飲食業緊急支援助成金



3. コロナ禍での現状と対策：まとめ(1)
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Q3：新型コロナウイルスが企業活動に及ぼす影響

✓ 市内事業者に大きな影響・・・6割近い事業者が現在も影響が継続している
✓ 特に三次産業(サービス業)は影響が継続・・・飲食サービス業を中心に卸売業・小売業などのサービス業
✓ 二次産業(建設業・製造業)は事業者による (影響が継続 / 収束方向 / これから影響)

Q3-1：新型コロナウイルスの影響内容

1位：売上/来客者の減少・・・特に飲食サービス業、次いで小売業
2位：営業/稼働日数の減少・・・特に飲食サービス業
3位：予約や受注のキャンセル・・・特に飲食サービス業
4位：イベントや展示会の中止・延期・・・特に小売業
5位：営業活動や商談の中止・延期・・・特に建設業と小売業
6位：材料などの仕入れに影響・・・特に建設業と医療・福祉

⇒前年同月と比較した売上の減少度合いは二極化

✓ 減少大・・・飲食サービス業、小売業、卸売業
などのサービス業

✓ 減少小・・・医療・福祉、建設業

Q4：新型コロナウイルスによりやむを得ず実施/検討したこと

✓ 実施済・・・設備投資の抑制・延期、従業員へ休業依頼
✓ 検討中・・・設備投資の抑制・延期

※特に飲食サービス業は支払期限の延長も検討中、2割近くが廃業を検討



3. コロナ禍での現状と対策：まとめ(2)

42

Q5：新型コロナウイルスにより実施/検討した打開策とその効果

✓ 公的支援の活用、情報収集・・・実施済/検討中の事業者が最も多い
✓ 非対面の商品・サービス提供・・・主に飲食・サービス業で実施済/検討中

⇒これら以外の実施/検討率は低い
(10%未満)

※おおよそ1/3の事業者が公的支援の活用や情報収集を実施・検討しているが、それ以外に独自の対策を実施・
検討している事業者は非常に少ない。

✓ 非常に大きな効果を実感/期待・・・「公的支援・情報収集」「業務のIT化・効率化」「人材育成」
✓ 多少の効果を実感/期待・・・「非対面の商品・サービス(主に飲食)」「コロナ禍に対応した商品・サービス」

実施・検討している事業者は少ないものの、

Q6：リモートワークの実施状況

✓ 大部分の事業者は実施していない(実施予定もない)
✓ (数は少ないものの)実施している事業者のうち「コロナ禍を機に実施」

が最も多く、6割以上はその有効性を評価
✓ 有効性を感じない理由は業務が適していないから

⇒建設業、小売業、金融業・保険業など
(主にデスクワークの従業員と考えられる)

Q7：利用したコロナ関連の支援策

✓ 半数近い事業者が持続化給付金を利用 (2020年1月以降で売上が前年同月比で50%以上減少した月がある)
✓ 次いで金融機関等の無利子・無担保融資、感染防止協力金、家賃支援給付金、雇用調整助成金

※特に飲食サービス業は他業種と比較してこれら支援策の利用率が高い



4.経営課題と
求める支援策
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Q8: 経営課題(1)

44

Q8.貴社(あなた)の経営課題について教えてください。(該当するもの1位～3位の番号をご記入ください)

40.6%

2.5%

0.1%

12.8%

6.9%

9.5%

19.7%

2.8%

13.3%

19.4%

5.5%

17.2%

18.4%

38.5%

15.5%

1.2%

3.9%

回答数=685件

※複数回答のため、％の分母は回答数=685となります(％の合計は100を超えます) ⇒回答数の685件中、〇%が選んでいるという意味です。

【グラフの見方】

◆複数回答方式(3つまで選択)
だった前調査と比較するために、
ここでは順位に関わらず選択した
事業者の件数を表しています。

1位

2位

3位

4位

5位

特に経営課題として選択した
事業者が多いのは
「人材の強化(採用・育成)」
「顧客満足度の向上」

⇒約4割の事業者が経営
課題の1つと回答している



増減率

Q8_経営課題 (回答数=556件) 順位 % 件数 順位 % 件数

Q08_01_人材の強化(採用・育成) 1位 40.6% 278 2位 19.2% 245 21.4%

Q08_03_顧客満足度の向上 2位 38.5% 264 1位 22.2% 283 16.3%

Q08_10_設備投資 3位 19.7% 135 5位 6.3% 80 13.4%

Q08_07_後継者育成・事業承継への対応 4位 19.4% 133 3位 10.5% 134 8.9%

Q08_04_従業員満足度の向上 5位 18.4% 126 8位 5.3% 68 13.1%

Q08_05_資金調達・資金繰り改善 6位 17.2% 118 7位 5.5% 70 11.7%

Q08_02_財務体質・資本の強化 7位 15.5% 106 10位 3.4% 43 12.1%

Q08_08_マーケティング・販路開拓 8位 13.3% 91 4位 7.9% 100 5.4%

Q08_13_危機管理の強化 9位 12.8% 88 14位 1.5% 19 11.3%

Q08_11_新たな分野への事業展開 10位 9.5% 65 6位 5.7% 72 3.8%

Q08_12_自社製品の強化 11位 6.9% 47 12位 2.2% 28 4.7%

Q08_06_価格交渉力の強化 12位 5.5% 38 9位 3.5% 44 2.0%

Q08_16_環境問題への対応 13位 3.9% 27 16位 0.5% 6 3.4%

Q08_09_研究・開発の強化 14位 2.8% 19 13位 2.0% 26 0.8%

Q08_15_企業の社会的責任の強化 15位 2.5% 17 15位 1.1% 14 1.4%

Q08_17_その他 16位 1.2% 8 11位 3.1% 40 -1.9%

Q08_14_海外販売の強化 17位 0.1% 1 17位 0.2% 2 -0.1%

本調査 前回調査

Q8: 経営課題(2)
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↑↑↑

↑↑

↑

↑

↑

↑

↑

特に前調査よりも選択率(%)が増加・・・「人材の強化(採用・育成)」「顧客満足度の向上」

前調査よりも選択率(%)が増加・・・

Q8.貴社(あなた)の経営課題について教えてください。(該当するもの1位～3位の番号をご記入ください)

前回%－今回%

※ここでの順位は、前調査との比較のために1位~3位に関わらず選んだ事業者の件数でランキングしています

↑

「設備投資」「従業員満足度の向上」「財務体質・資本の強化」「資金調達・
資金繰り改善」「危機管理の強化」「後継者育成・事業継承への対応」



Q8: 経営課題(2)
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Q8.貴社(あなた)の経営課題について教えてください。(該当するもの1位～3位の番号をご記入ください)

【表の見方】

◆ポイントは

1位=3点
2位=2点
3位=1点

× 人数

で集計しています。

◆総計、1位～3位は、選んだ
選択肢に対する

上段：人数
下段：%()

を表しています。

1位(=最重要課題)の割合が高い
◆人材の強化(採用・育成)
◆顧客満足度の向上
◆資金調達・資金繰り改善

※順位に応じて重みづけした集計結果
(高い順位に選ばれるほどポイントが高くなる)

2位~3位の割合が高い
◆後継者育成・事業継承への対応
◆設備投資

⇒重要な中長期課題



Q9: 強化を期待する中小企業支援施策(1)
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Q9.市に対し、今後、強化を期待する中小企業支援施策について教えてください。
(該当するもの1位～3位の番号をご記入ください)

回答数=685件

※複数回答のため、％の分母は回答数=685件となります(％の合計は100を超えます) ⇒回答数の685件中、〇%が選んでいるという意味です。

31.2%

22.2%

4.7%

2.2%

9.0%

10.8%

3.1%

7.4%

3.2%

1.0%

6.3%

3.8%

1.7%

30.7%

7.3%

16.1%

0.3%

27.9%

4.8%

8.2%

1.8%

0.9%

2.6%

【グラフの見方】

◆複数回答方式(3つまで選択)
だった前調査と比較するために、
ここでは順位に関わらず選択した
事業者の件数を表しています。

1位

特に期待する支援施策として選択した
事業者が多いのは
「当面の資金繰り」
「雇用維持」

⇒約3割の事業者が強化を期待と
回答している

2位

3位

4位

5位



増減率

Q9_強化を期待する支援施策 順位 % 件数 順位 % 件数

Q09_01_当面の資金繰り 1位 31.2% 214 3位 11.8% 115 19.4%

Q09_03_雇用維持 2位 30.7% 210 2位 13.4% 130 17.3%

Q09_06_人材確保・育成 3位 27.9% 191 1位 16.2% 158 11.7%

Q09_02_借入金の条件変更・返済緩和 4位 22.2% 152 6位 6.4% 62 15.8%

Q09_04_事業承継 5位 16.1% 110 4位 7.3% 71 8.8%

Q09_15_事業拡大や設備投資に関する新規資金調達 6位 10.8% 74 10位 3.0% 29 7.8%

Q09_09_販路開拓・マーケティング 7位 8.2% 56 5位 6.8% 66 1.4%

Q09_17_下請け中小企業保護 8位 7.4% 51 8位 3.5% 34 3.9%

Q09_05_IT化 9位 7.3% 50 17位 2.0% 19 5.3%

Q09_19_取引・官公需 10位 9.0% 47 11位 3.0% 29 6.0%

Q09_21_新分野への進出 12位 6.3% 33 13位 2.8% 27 3.5%

Q09_08_技術・商品・サービス開発 11位 4.8% 33 15位 2.6% 25 2.2%

Q09_13_経営革新(経営戦略策定等) 13位 4.7% 32 12位 2.9% 28 1.8%

Q09_18_起業・転業 14位 3.2% 22 14位 2.7% 26 0.5%

Q09_16_事業提携 15位 3.1% 21 19位 1.5% 15 1.6%

Q09_22_廃業 16位 3.8% 20 9位 3.3% 32 0.5%

Q09_11_事業再生(改善計画策定等) 17位 2.6% 18 18位 2.0% 19 0.6%

Q09_14_創業・ベンチャー 18位 2.2% 15 20位 1.0% 10 1.2%

Q09_10_省エネルギー化 19位 1.8% 12 16位 2.0% 20 -0.2%

Q09_23_その他 20位 1.7% 9 7位 4.2% 41 -2.5%

Q09_12_M&A 21位 0.9% 6 22位 0.7% 7 0.2%

Q09_20_知的財産権の保護・活用 22位 1.0% 5 23位 0.3% 3 0.7%

Q09_07_海外展開 23位 0.3% 2 21位 0.8% 8 -0.5%

本調査 前回調査

Q9: 強化を期待する中小企業支援施策(2)
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前回%－今回%

Q9.市に対し、今後、強化を期待する中小企業支援施策について教えてください。(該当するもの1位～3位の番号をご記入ください)

↑↑↑

↑↑↑

↑↑

↑↑

↑

特に前調査よりも選択率(%)が増加・・・「当面の資金繰り」「雇用維持」
前調査よりも選択率(%)が増加

※ここでの順位は、前調査との比較のために1位~3位に関わらず選んだ事業者の件数でランキングしています

・・・「人材確保・育成」「借入金の条件変更・返済緩和」「事業継承」



Q9: 強化を期待する中小企業支援施策(3)
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Q9.市に対し、今後、強化を期待する中小企業支援施策について教えてください。(該当するもの1位～3位の番号をご記入ください)

【表の見方】

◆ポイントは

1位=3点
2位=2点
3位=1点

× 人数

で集計しています。

◆総計、1位～3位は、選んだ
選択肢に対する

上段：人数
下段：%()

を表しています。

◆当面の資金繰り

※順位に応じて重みづけした
集計結果(高い順位に選ばれる
ほどポイントが高くなる)

◆雇用維持
◆人材確保・育成
◆借入金の条件・返済緩和

⇒1位に選んでいる事業者
が圧倒的に多い

⇒1位もしくは2位の割合が
高い

◆事業継承
⇒1位の割合が高い



4. 経営課題と求める支援施策：まとめ
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Q8：自社の経営課題

1位：人材の強化(採用・育成)
2位：顧客満足度の向上

ツートップの経営課題
✓ 最重要課題(1位)として選択した事業者が最も多い
✓ 選択した事業者が前調査よりも大幅に増加

Q9：強化を期待する中小企業支援施策

3位：資金調達・資金繰り改善

4位：後継者育成・事業継承への対応
5位：設備投資

✓ 最重要課題(1位)として選択した事業者が最も多い
✓ 選択した事業者が前調査よりも増加

✓ 2位~3位として選択した事業者が最も多い(重要な中長期的課題)
✓ 選択した事業者が前調査よりも増加

1位：当面の資金繰り

3位：人材確保・育成
4位：借入金の条件変更・返済緩和

最も期待されている支援施策
✓ 1位に選択した事業者が圧倒的に多い
✓ 選択した事業者が前調査よりも大幅に増加

2位：雇用維持 ✓ 選択した事業者が前調査よりも大幅に増加

5位：事業継承

✓ 選択した事業者が前調査よりも増加

✓ 1位に選択した事業者が多い
✓ 選択した事業者が前調査よりも増加

⇒大多数の事業者が期待

⇒一部の事業者が期待



5. 回答事業者
の経営課題別
分類
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回答事業者の経営課題別分類(1)

52

本調査では、市内事業者に対する中長期的な支援施策を提言するために、クラスター分析という手法を使って
回答事業者がどのような経営課題を持つグループから構成されているかを分析しました。その結果、回答事業
者が下記の３つのグループに分かれることが分かりました。
下記のグループは、質問Q8.経営課題(1位~3位)で似た回答傾向を持っています。

①人材課題グループ
(263件/ 38.4%)

②顧客満足課題グループ
(124件/18.1%)

③財政課題グループ
(169件/24.7%)

最重要課題：
人材の強化(採用・育成)

最重要課題：
顧客満足度の向上

最重要課題：
資金調達・資金繰り改善

設備投資
財務体質・資本の強化

※Q8.経営課題
の1位~3位全て
未回答の事業者



グループ別:経営課題
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Q8.貴社(あなた)の経営課題について教えてください。(該当するもの1位～3位の番号をご記入ください)

※グラフのPは「ポイント」を表しており、(1位=3点/2位=2点/3位=1点)×人数で集計しています。

「人材の強化」
に特化 「顧客満足度の向上」

に特化

「資金調達・資金繰り」
「設備投資」
「財務体質・資本強化」
に特化



グループ別:期待する支援策
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※グラフのPは「ポイント」を表しており、
(1位=3点/2位=2点/3位=1点)
×人数で集計しています。

Q9.市に対し、今後、強化を期待する中小企業支援施策について教えてください。(該当するもの1位～3位の番号をご記入ください)

◆最重要課題
人材の採用・育成

◆期待する支援
人材確保・育成
雇用維持

◆最重要課題
顧客満足

◆期待する支援
当面の資金繰り
雇用維持

◆最重要課題
資金繰り・設備投資・財務

◆期待する支援
当面の資金繰り
借入金の条件変更・返済
緩和

⇒資金繰りよりも
人材難を解決して
人材力を上げたい

⇒資金繰りや雇用
維持のために顧客
を増やして売上を上
げたい

⇒資金難で財政の改善
や設備投資の問題を解
決したい



グループ別:業種
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建設業
医療・福祉

飲食サービス業
小売業

飲食サービス業

↓ ↓ ↓

特に多い業種⇒



グループ別:従業員数
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✓ 従業員数1人~5人の
割合が低く、他のグルー
プと比較すると規模の大
きい事業者が多い

人材課題グループ

✓ 大部分が従業員数1人
~5人で規模の小さい
事業者が多い(個人もし
くは零細企業)

顧客満足課題グループ
財政課題グループ

※ここでの従業員数は事業主を含む。

従業員数
=正規社員数＋非正規社員数
＋事業主1



グループ別:事業年数
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✓ 事業年数31~50年が
最も多く、他のグループと
比較して51~100年
(いわゆる老舗)の割合が
最も高い

人材課題グループ

✓ 事業年数31~50年が
最も多い

顧客満足課題グループ
財政課題グループ



5. 回答事業者の経営課題別分類：まとめ
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①人材課題グループ ②顧客満足課題グループ ③財政課題グループ

最重要課題 ✓ 人材の強化(採用・育成) ✓ 顧客満足度の向上 ✓ 資金調達・資金繰り改善
✓ 設備投資
✓ 財務体質・資本の強化

期待する
支援施策

✓ 人材確保・育成
✓ 雇用維持

✓ 当面の資金繰り
✓ 雇用維持

✓ 当面の資金繰り
✓ 借入金の条件変更・返済

緩和

特に多い
業種

✓ 建設業
✓ 医療・福祉

✓ 飲食サービス業
✓ 小売業

✓ 飲食サービス業

従業員数
(事業主を含む)

✓ 他グループと比較して規模の
大きい事業者が多い
(1~20人が半数以上)

✓ 規模の小さい事業者が多い
(大部分は1~5人)

✓ 規模の小さい事業者が多い
(大部分は1~5人)

事業年数 ✓ 31~50年が最も多い
✓ 他グループと比較して

51~100年の割合が高い

✓ 31~50年が最も多い ✓ 31~50年が最も多い

特徴
(共通)

✓ 一般的に企業の寿命は30年くらいで事業年数が長くなるほど、市場や環境変化への対応が難しく
なり、商品・サービスが売れにくくなってくるといわれています

特徴
(グループ別)

✓ 当面の資金繰りよりも人材
難に苦しんでおり、人材力を
上げたい

✓ 資金繰りや雇用維持のため
に顧客を増やして売上を上
げたい

✓ 資金難で財政の改善や設
備投資の問題を解決したい



6. 自由記述
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Q10: 市内の中小企業振興のために望むことや意見等(1)
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Q10.最後に、市内の中小企業振興のために、あなたが市政に望むことやご意見等がございましたらお気軽にご記入ください。

内容 自由記述コメント

1位
経済支援
(47件)

新年の始めから、外人バーの感染者多数による風評被害が多大であり、そしてまた、東京からの出張のお客様が止められ
苦しい状態におちいっております。１日も早い経済的な支援をまっています。飲食店を救っていただきたいと思います。 / 助
成 / コロナの影響により深刻な状況が続いており、今年も非常に厳しいことが予想されます。「三沢市経済対策支援助成
金」の支援を再度検討する所です。 / コロナだけではなく他の災害に対しても何らかの助成が必要。 / 持続化給付金の
再度の支援 / すぐ必要な資金の確保。手続きにしても時間がかかる。何％以上でなければ当てはまらない。そうなると資
金の目途がたたない。これでもかと言うくらい手続きにてんぷする資料が必要。皆「今すぐ」の資金が欲しいはずです。 / 借
金をしてまでも経営していこうとは思っていませんが、今の仕事をできればこれからも続けていきたいですがどうしたらいいのかわ
からずにいます。 / IT化で商圏拡大する為の販路開拓・マーケティング（SNS含む）における費用の助成は必ず必要だと
思います。 / ギリギリの生活の為、補助金があればいいと思います。 / 特別給付金をお願いします。 / 感染拡大がおちつ
いた頃にプレミアム飲食券の再度発売してほしい（市ごとの） / コロナで32年から40％ダウンし、給付金などが足りず、廃
業を考え生活にも影響し、子供の進学をあきらめてもらい、うつになりそうです。三沢市から給付金の支援をお願いします。
/ 飲食だけでなく他の業種にも給付金を出してほしい / 営業していけるか心配です。 / 一日でも早くコロナ支援給金実施
お願いいたします。 / 簡略・速めの手続、情報、支援をお願いします。 / 企業の継続のため、仕入れ等、支払い等もある
ため少額でも良いので給付金をふやしてほしい / 個人事業体、商店経営への期間。差別のない緊急的長期な持続資金
対策 / 新型コロナウイルスはまだ又終がながびく用なので、支払いは変わる事なく支払いがあり、先々不和であり、営業し
て行けるのか、いろいろ考えてしまいます。 / 給付金、助成金を一律でなく家賃ベースで補助してほしい、１月に入ってから
厳しさが増してます。 / 理美容は、接客して売上がでます。コロナにかかるリスクをおっても店を営業するしかありません。早く
コロナが終息して、もとの売上にもどらないと、生活もきびしい状況になります。支援策をお願いします。 / 行政のトップの
方々に現在のコロナ禍に苦しんでいる全ての業種の現状・声を自身の目で見て聞いてほしい。米軍基地関連の予算を苦
しんでいる人達に少しでも振り分けられないものか‥‥ / コロナ過で経営が苦しく、従業員を縮小しなくてはいけないという
思いでいますが、なんとかそうしなくてもいいような、方法を考えております。市政の方でもなんとか力を貸してほしいです。 / 
新型コロナウイルス発生時からの大幅な売上げ減少、特に三沢で２０２１年１月クラスター発生によりやもえず休業した
り、来店客が来ないので更なる支援金を求めたいと思います。



Q10: 市内の中小企業振興のために望むことや意見等(2)
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内容 自由記述コメント

1位
経済支援
(47件)

私達が店を休まないで頑張っても人が出歩いていないので、毎月、毎月支払いが苦しくなるだけです！！このままだと数ヶ
月後には店を閉める事になりそうです / 再度の持続化給付金を / 若い世代が活動できるようにもっと気軽に空き店ポの
利用できるように助政金等の支援を望む。 / 前回は市から飲食店、スナック・バー居酒屋、食事処等一律でしたが、食べ
物を売っている店は今月から非常に厳しい状況です。レベル低下を防ぐ為に廃棄物が多く悲しい限りです。そして借入金も
少なくなり先が見えず当面の支払いも不安。今一度現金支給を何とぞ、ご検討宜しくお願いします。 / 店がなくなってから
ではおそいので閉店させない方法を考えてほしい / 三沢中のお店が無くなって行ってしまうと思います。どうにかしてもらいたい
です。平日も週末もお客さんが、人がぜんぜん歩いて無いです。補助金をお願いします！！ / 今後コロナウィルスの感染防
止の為、まだまだ市民は夜のスナック等にはあまり出歩かないと思います。営業しても売り上げがない時が多い日が続くなか、
経費だけがかかります。昼にパートをして経費の分を捻出しています。補助金を頂いているので廃業するにも出来ないのかな
と思っています。せめて家賃補助を落ちつくまで半分でも市で補助して頂けたらありがたいと思います。 / 今コロナでたいへん
苦しい所です 支援よろしくお願いします / 三沢もクラスターが出てから夜の町は人出がなく厳しい状況が続き、倒産、廃
業に追い込まれている店も続出すので飲食店経営がとっても厳しい状態になっていますのでよろしくお願いします。３月で廃
業するか考えています。 / 緊急宣言以外の地方も延長により自粛要請は日中自粛要請には大打撃です。飲食以外にア
パレルの現状は悲惨な現状です。大手ワールドは４５０店舗閉店です。地方行政から国へ働きかけて、衣料関係へも協
力金等の要請お願いします。（衣料、洋品小売販売業です。） / 店舗、家賃の給付金をお願いしたいです。 / 第３次
三沢市経済対策支援助成金（拡充分）とても助かりました。職員の皆様も丁寧に対応していただき、ありがとうございま
した！！ / コロナ禍で先が見えない状況ですので不安な毎日です。来客数も激減で売上も少なく生活に大きく影響して
います。市・県の給付金を交付されると助かります。御検討して頂きたいです。 / 補助金など、支援がないとやっていけない
状態です。感染予防対策も早くから実施しているとはいえ、お客様の外出規制、8時以降の外出禁止などで、売り上げが
上がらず、生活が苦しいのが現実です。やっぱり補助金や支援金などがあればと！皆んなの声ですね。宜しくお願いします。
/ 今、現在飲食店は、１１都府県の緊急事態宣言により、対象地域ではない青森県でもあおりを受け、このままでは店
舗を維持するのが困難な状況です。県、市の１１都府県同様の支援を強く希望します。 / 去年は、市の方から補助金
いただきありがとうございます。長らくコロナ禍でいまや飲食店は大変でいます。忘年会、新年会もなく、みんな大変でいます。
まして三沢にコロナが出てからは、またまた飲食店は大変、三沢の町も夜になると１月は、ほとんど灯が消えていて、休業す
る店やめていく店、異常事態です。さらなる支援を飲食店にお願い致します。
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内容 自由記述コメント

1位
経済支援
(47件)

昨年からのコロナで支援していただいた給付金でも、現状まだ客の戻りがなくずっと続き、追いついていない。市政の方でもう
一度考えてもらいたいです！ / 現在は家賃収入のみなので、コロナの影響で家賃を下げたりしました。現在は三沢でコロナ
が出た為に自主的に休業している方々が多く、大変な思いをしているのを聞きます。国県市で支援を考えなければならない
と思います。宜しくお願いします。 / １０都府県は多少なりとも助成金があるから良いが、三沢も人が出られないのはたしか
だし、お客様が来なければ店をあけても経費がかさむだけで生活していけなくなっている。できれば多少でも給付金を出して
ほしい。無利子無担保でも金額が多くなればかえしていけない / 見えないウイルス対策に関してどうしたら営業続行できる
のか？このままでは店を閉めるしかない。家賃も払えない…市もどうにも出来ないだろう…継続させたいなら今すぐ緊急支援
を打ち出さなければ空店舗だらけの三沢市です / 給付金があると、設備投資できるのでたすかります。 / 改善がない状況
までのしえん対策 助成金のハードル前年比80％のさらなる引上げ希望 段階的にスライド方式の方式を要望する
80％→〇万円 20万 75％→〇万円 15万 70％→〇万円 10万 65％→ 60％→ 50％→ 90％→10万
/ すべてにおいての対応が遅く感じます。何かがおきてからではなく、もう少し早い対応だと良いと思いました。飲食店への助
成金等（特に夜の飲食店）をしてあげてほしいと思いました。

2位
地域活性
(22件)

コロナが収束し、安心して暮らせる世の中に変わったらまた三沢という街を盛り上げていきましょう！ We Love
MISAWA / 色々有りますが、まとまりません。自社も三沢も良くなる様な事を出来ないか？とも思っていますが… / 浜通り
方面の方が気軽に市内に集まれるようにして下さい。市内の街燈を明るくして下さい。各イベントを早く出来る用にして下さ
い。 / 市内の全カフェ、全喫茶店でコーヒーとかドリンクにごぼうチップスを付ける。オーガニック無添加食品を大々的に販売。
短命県返上！三沢発信で! 海をキレイに掃除して魚の販売促進！漁師の不法投棄撲滅！ / ①民間では解決出来な
い特に中心街の空き家、空き店舗を解決して欲しい（結果、市の活性化、強化になる）②既存の公共物のメンテナンス
とバージョンアップ（時代に合ったもの）をもっと考えて欲しい。 / 企業や個人が市政や街づくりに貢献できる仕組みづくり。
海外でも通用する商品、企業へのバックアップを希望します。 / 次世代を担う子供たちが、希望や夢を抱いて生きていける
都市形成を時代の変化に応じた形で、実現するための行政運営を望みます。 / 商店街賑わいと拠点づくり、街は手を加
えなけば消滅する。住み良い街中、住みたい街中にするため、行政と共に街中再生をしたい。そして空店舗を新しく若いや
る気のある起業したい方に方向転換し大家との交渉で、低額家賃での入居希望。市内不動産屋さんにて調査し、街中
再成につなげたい。 / 街の活性化、休耕田の土地開発、企業誘致。若者が起業できる、チャレンジできる街にしてほしい。
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内容 自由記述コメント

2位
地域活性
(22件)

市の発展は商、工業と観光が要です。重点政策にお願い。 / 中央町の商店街について、空白地域が散見されるが、他の
地権者を巻き込んで、大規模・中規模な再開発を行えないものか。今の雰囲気では、新たに事業を行うには魅力的でな
いと思います。 / コロナ終息のあかつきには、さまざまなイベントを企画し、盛り上げて下さい。 / 市内の中小企業振興を本
気で発展させようと考えるならば、日本経済、青森県の経済、マーケティング、経営の知識・経験・実績等のある人材を育
てるか、実績のある方と業務提携するべきです。異動してから学ぶ知識であれば、正直なところ今の職員のスキルでは進展
はしないと思います。また、国、県の施策は制約が多くスピード感がないため使いにくく、特に非常時は使えません。こうしたこ
とからも、これからの地方自治体職員は、国・県に物申すくらいの知識、意欲がなければ何も発展しないと思います。 / 市
の中央商店街に生活していますが、私始め皆様も必要な物、日常生活に必要な買い物が出来る商店を作っていただけた
ら街の活性化にもつながると思います。 / 市主導により、地域特性を生かした、事業の創成。これにより市内の事業者の
売上が向上して欲しい。地域特性、自然災害が少ないことを目玉にした移住促進但し地価を下げる努力要。 / 基地の
中に電子掲示板があり、イベントの告知、その他お知らせが掲示されています。このような掲示板をどこかに設置し、市の広
報もしくは店舗の宣伝ツールとしてあれば良いのでは。 / お店の利益につながるお客様の開拓につながるだけでなく又三沢
市の全体が明るくなるような施策（→皆が明るくなれるような）をお願いします。 / 上記質問の回答にも記入しましたが、
地域振興券等を発行して、特定の業種だけではなく、すべての小売業にもWIN,WINな状況をつくってほしい。 / 市政に
は自粛要請など、致し方ない状況にあるときにサポートしていただければありがたいです。市政のサポートによりも三沢市内の
中小企業のみなさんが商い（本当の意味で）をしかりとし努力していくことが大事。苦しいときはむしろいいアイディアが浮か
ぶ時なので官民問わずその意識を持っていれば良い方向に進んでいくと思います。 / まだまだ収束の見えない現状、行動
力のある市政に期待しています。当社としても地域貢献を掲げ営業活動を行っております。可能な限り商品の提供で体の
健康、免疫力アップ訪問と対話（現状に合わせた距離と時間の中で）活動していきたいと考えております。 / 安定した雇
用を産み出さないミスマッチな企業誘致や不要だと思われる立派な道路、将来の展望のない駅・体育館などの整備にお金
をかけるなら中小企業振興にもっと力を入れないと今以上に三沢市は魅力のない駄目な町になってしまいますよ！！お金
の使い道をよく考えろ！！ / 市内の事業の持続や市民全体の生活が、どの様な影響を受けているのかの状況調査をなる
べく迅速に着手し、三沢市に出来る事は何かを審議し、まずは、三沢市民の救済を第一に考慮した施策を希望します。
市民の笑顔とやる気を守る為に。
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内容 自由記述コメント

3位
情報提供
(16件)

/ 三沢市の協力金、補助金などの情報がはいってこないので聞いた時には、終了している場合がある。 / 市の助成金及
び補助金等の内容が知りたい。 / 国の政策を知らなかった / 国・自治体による助成金及び補助金制度の情報がほしい。
また、これにかかる申請手続きの案内窓口も知りたい。 / 現在市政は何をどんなふうに行っているか、対策をとっているか。
情報をわかりやすく伝えて欲しい。また、何を見ればわかるのか。 / 今回の飲食店で発生したクラスターで保健所より「クラス
ター発生宣言」は出たものの収まっているにも「収束宣言」がない。三沢の飲食店は苦しんでいます。せめて市からでも保健
所と協議して頂き三沢市として「収束宣言」を出して市民を一度安心させてほしい。 / 中小企業振興はもちろん、新型コ
ロナウイルス対策など三沢市長からのメッセージが全く伝わって来ない。他市町村では市長からの心のこもったメッセージなど
を目にする。辛い立場にある業種はもちろん、企業へのお願い（雇用維持など）ばかりで何も伝わって来ない。 / 国、県、
市町村等で実施している各種施策について、知らなければそもそも活用するどころか、検討することも出来ないので、説明
会の開催等を通じて、情報提供を引き続きお願いしたい。(2件) / ・子供向け施設とのタイアップ規制の緩和（当店と
の）・三沢市都市計画の情報公開および連携 / 情報を早く出してほしいです。夜の商売はもう限界です。助けてほしい。
/ 簡略・速めの手続、情報、支援をお願いします。 / 三沢市の５年後、１０年後の街のあり方（方向性）を示して欲し
い。（都市計画の具体案） / 三沢で中小企業に対してどのような事をされているのかがわからない。人材確保、IT化等、
独自で必至の状態です。人材確保はハローワークからの一生懸命さも伝わらない。市側でハローワークに対して強く言葉を
かけてほしい。IT化も職場単独でどうすると良いのかと思う。 / 新型コロナウイルス感染拡大が続く中なので、各種会議や
研修をオンラインでの開催や、動画の配信等していただけると大変ありがたいです。研修等の参加による同業者との情報交
換が有意義であるとは思うものの、リスク回避を優先するためどうしても参加がためらわれてしまいます。 / 資金の援助だけ
ではなく、三沢市としての激励などの一声があるだけでも助力になります。今後、新しい生活様式に沿って感染対策をしな
がらも市民の経済活動の後押しを市から公的に提言して頂けるような事もあると助かります。（ウィズコロナのモデリングな
ど）
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内容 自由記述コメント

4位
人口減少
対策
(10件)

人口減少に合わせた事業や仕組みづくり / 若い人達の雇用につながる企業をよろこんでほしい。それによって人口増加で
中小企業が活性化すると思う。 / 若い世代がUターンしたくなる街づくり。（仕事、環境など含め） / 人口を増やし若者
の雇用改善。 / 新しい宅地開発を促進して、若年世代の新規転入を推進してほしい。 / 現在のコロナ感染の影響をもっ
て、最大限危惧すべきは加速度的な人口減少である。そのことは地域経済に顕著な影響をおよぼすことを踏まえれば、人
口流出の対策は優先すべきことである。したがって市内中小企業にとっての懸念事項である「人材確保」「雇用維持」に関
する政策を推進することを要望する。 / 人口減少、少子高齢化に伴う社会現象の変化を見据えた企業振興のための支
援。例えばIT化、ロボットの導入などに対する行政の支援。 / 人口増加に結び付く施策。 / 三沢市に人口が増えて欲し
いです。企業が増えて欲しいです。 / 人口の流出を防ぐと共に企業誘致やベンチャー企業の育成に力を注いで欲しい。

5位
税制措置
(6件)

コロナ渦で経営的に貧窮している。売上減少しているが、消費税が上がり、結局は税金が上がっている。消費税を国民の
為、中小企業の為、減少して欲しい。 / 健康保険料が高くてゆるぐない。 / 法人税の税率の改正を検討していただきたい。
会社の規模、収入に見合った税制の改革が必要と考えております。 / 市税の一部免除を検討願いたいと思います。 / 税
金はまってくれないし。市政というより税金対策ですね。ごめんなさい。ああ税金税金税金税金お金ってある所はあるのに何
でうちなの？病院もいけない、税金、何とかしねば‼（しなければ）ああお金ほしい / 市の予算上、協力金等給付金の
配付は難しいと思いますが、税金の緩和、免除などの支援があると助かります。

6位
交通・除雪
(5件)

運送事業がスムーズになる様に、道路環境の向上、歩道の確保、交通事故が起きない工夫。学生が事故に合わないよう
に考えてほしい。冬場の小中学生の早めの帰宅。（暗くなる前に帰すとか） / 除雪をきちんとしてほしい。一方通行を両
面通行にしてほしい。駐車場を増やしてほしい。 / 本筋とは異なりますが、水道工事、除雪により当店前が通行止になった
ことがあります。事前に連絡がなかった為に（公報等にには記載されていたのでしょうが）通常に営業を行い、来客がその
間全く絶えたことがあります。 / 駐車場の確保と、除雪を要望します。 / 水道工事、下水道工事、道路工事らは、店を
（理容業）営業しているから、業者の方々も、すこしは気を配ってもらいたい失礼すぎる。（上下通行止め）（店の前に
道具をおきすぎ） / 私共の温泉は奥まった所にあり、冬場の道路事情が非常に悪くなんとかお願いします。
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内容 自由記述コメント

7位
人材難
対策
(4件)

コロナの影響でお客様が少なくなってきている中でスタッフの確保がむずかしくなっているので、お店の営業がむずかしい。 / 
雇用（看護師が難しい） / 新卒雇用に力を入れ求人活動しているが、マッチングできずにいる。コロナ禍で県内就職の増
加が見られたとの情報があるが、現実味が無い。大学生が奨学金制度を利用している率が多く、その返済に苦労している
と聞く。その助成を検討してはどうか。 / 福祉の仕事で人材確保に困っております。募集してもこないので、何年も職員不
足のまま働いているため、心身ともに疲れきっております。助けてください‥‥

その他
(18件)

食べ物以外の地元オリジナル商品をアピールする場があってもいいかなと思いました。 / 三沢米軍基地の感染対策の強化
市から米軍への強い感染対策のお願い / 業種柄、テレワークやリモートワークに転換や販路開拓、マーケティングには関係
がない業種なので空欄が多い回答となってしまいました。 / 弊社は仕事上、お客様のお家に伺って家の中で作業をする仕
事なのですが、コロナが出始めてから、お客様の方から来訪を断られる事も度々あります。従業員へコロナ対策について出
来る限りの事をやっているのですが、お歳を重ねた方は、やはり恐いようです。 / 郵便の宛名が古い情報のままでした。市内
企業として残念です。 / 市政には期待しない方が良いだろう。 / コロナが終わるまで、ガマンするだけです / よくやって頂い
ていると思います。 / まだ終わらない、終わらないコロナに対して、これからもっともっとひどくならないか不安ですが、皆さんも
頑張って下さい。 / 今、三沢市で進められている住宅リフォーム等の事業費補助金制度についてお尋ね致します。業者登
録のない者は参入出来ないと、いわれておりますが、国の補助金の出ている５００万以上の住宅防音工事でさえ受注出
来るのに、なぜ２０万以上よりの市のリフォーム等の補助事業制度になぜ一般親方の参入が出来ないのでしょうか。三沢
市の住民でいて、最初は皆少人数で仕事を始め業者になって居ります。これから事業を拡張していく事業者の為にも、三
沢市人財確保に務め頑張っている仲間の為にも補助金制度の加入見直しをお願い致します。まだ業者登録の無い親方
は苦しんでいます。 / コロナ収束 / 外注者と言えども、家庭を支える柱である人がある為、仕事を無くしては、ならないと
思っています。 / 資金援助は大事だが、社会がまわるような政策があれば、仕事の安定化されるので、一部の市民だけで
はなく全体がまわるように仕事を循環されるような政策を希望する。 / 公会堂の借りる際の、各部屋の空き状況などネット
でみれる様にしてほしい。申し込みも窓口に行って手書きではなく、オンライン上で申し込めるようにしてほしい。 / コロナウイ
ルスの件で企業活動、大きな苦労でした いろいろありますが従業維持で頑張ります / 社屋を貸店舗とし、その収入での
事業なのでアンケートへの回答が出来ません。 / PCR検査とか、保健所だけでなく、国保課と提携して、安価で誰でも検
査出来るようにしてほしい。 / 個人（私くし自身の‥‥）のことですが、四つの病院に通院に通っており、今最大のピンチ
が、新型コロナウイルスに、感染しない事です。これ以上は申し上げられません。
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短期的支援
(対コロナ対策)

中長期的支援
(人材力向上による競争力強化)

中長期的支援
(顧客・商品サービス創造による競争力強化)

本調査結果により明らかになった事業者の特徴やコロナによる影響、経営課題や求める支援施策から、
継続的な市内事業者の振興策として短期＋中長期の両面での支援が必要と考えられる。

【内容】
✓ 国や自治体、金融機関等の支援施策

に関する情報の提供

✓ 上記の情報に関する専用窓口の設置

✓ 税制優遇や追加支援

【対象】
✓ 飲食サービス業を中心に、特にコロナ禍で経
営が悪化した事業者

✓ コロナ禍により設備投資を抑制・延期している
事業者

【対象】
✓ 人材の強化(採用・育成)による人材力向上

を最重要課題とする事業者

【対象】
✓ 顧客満足度の向上による売上増を最重要課

題とする事業者

【内容】

①売れる商品づくりを学ぶ場の提供
②ネット販売のノウハウを学ぶ場の提供
③テスト販売の支援

【内容】

①新卒・Uターン採用支援
②事業者合同での育成・定着支援
③事業継承による起業・創業支援
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特徴・傾向 課題 具体案

2. 既存施策の活用状況
✓ コロナ禍の影響で国や自治体、金融

機関等の各種支援施策(給付金や
補助金等)に関する情報を事業者が
積極的に収集

✓ 特に三沢市商工会やインターネットを
活用

3. コロナ禍での現状と対策
✓ 特に飲食サービス業は売上・来客者

が大きく減少し2割近くが廃業を検討

✓ コロナの影響により、設備投資の抑
制・検討を実施/検討している事業者
が多い

5. 回答事業者の経営課題別分類
✓ ③財政課題グループは資金難で、当

面の資金繰りや設備投資など財政の
改善が最重要課題となっている

✓ 前調査と比較して、各種支援施策を
利用する事業者と「支援内容は知って
いたが自社が活用できる制度ではな
かった」事業者も大幅に増加

✓ 給付金や補助金等の制度を積極的
に活用してはいるものの、コロナの影響
が継続して経営が悪化

✓ 設備投資を抑えているために、将来的
にコロナの影響が収束した後の経営
に影響する可能性が大きい

✓ 顧客の減少や財政難により、コロナ禍
で体力が持たず倒産・廃業の恐れが
ある

①給付金や補助金、融資の優遇などの
既存支援施策や追加支援策について分
かりやすい情報を速やかに提供
(各事業者で調べる手間と時間を削減し、
申請期間を過ぎて利用できなくなることを
防止)

例）市のホームページや事業者向けメー
ルマガジン、専用の相談窓口など

- 業種別 / 課題別
- 給付要件と必要書類
- 問合せ先と方法

特に飲食サービス業向けの支援策、設備
投資への補助・優遇や売上が大きく減少
した事業者救済に関する情報提供が求め
られる

②市による税制優遇、追加支援
事業継続の意思はあるが倒産・廃業せざ
るを得ない事業者等

短期的支援(対コロナ対策)
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特徴・傾向 課題 具体案

5. 回答事業者の経営課題別分類

✓ Q8:経営課題に回答した事業者の約
4割は人材の強化(採用・育成)を最
重要経営課題とする①人材課題グ
ループに属する

✓ 人材確保・育成と雇用維持に関する
支援を最も期待している

- 業種：建設業、医療・福祉が多い
- 規模：比較的大きい
- 事業年数：長い(31年以上)

✓ 比較的コロナ禍の影響が少ない(資金
繰りを重要視していない)にも関わらず
人材難に苦しんでおり、将来的な競
争力低下につながる恐れがある

✓ 経営課題・期待する支援ともに人材
(採用・育成)に特化しており、事業年
数が長いことからも後継者や次世代
リーダーの採用・育成に課題意識を
感じていると推察される

✓ 少子高齢化による生産人口の減少で
採用難であり、定着率を上げる必要
がある

✓ 大企業のような知名度や手厚い教育
制度は現実的に難しいため、人材力
向上のための採用・育成支援が求めら
れる

①新卒・Uターン採用支援
✓ 県内外に向けた市内事業者の情報

発信(インターネット・SNS活用)
✓ リモート合同説明会
✓ 地元就職を希望する学生/転職希望

者と市内事業者をつなぐイベント

②事業者合同での育成・定着支援
✓ 市内事業者の従業員を対象とした合
同研修・セミナー

✓ 新卒者を対象とした地域内同期制度
✓ 採用・教育のノウハウを学ぶ地域内人
事コミュニティ

✓ 例)むつ下北未来創造協議会・・・市
内事業者の次世代人材の育成に加
え、採用塾、ベンチャーコンテスト、下
北学(地元を知る)などを開催

③事業継承による起業・創業支援
✓ 事業継承を希望する事業者の情報を

インターネットで発信
✓ 設備や店舗を継承した起業・創業

中長期的支援(人材力向上による競争力強化)

短期的な資金繰りよりも、人材難を
解決して人材力を上げたい事業者
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特徴・傾向 課題 具体案

1. 事業者プロフィール

✓ 半数以上の事業者は事業年数が31
年以上、事業主の年齢は61歳以上

5. 回答事業者の経営課題別分類

✓ Q8:経営課題に回答した回答事業
者の2割弱は顧客満足度の向上を最
重要経営課題とする②顧客満足課
題グループに属する

✓ 当面の資金繰りと雇用維持に関する
支援を最も期待している

- 業種：飲食サービス業、小売業等
- 規模：小さい(中小零細)
- 事業年数：長い(31年以上)

✓ 事業年数が長く、大手チェーン店の進
出やネット通販など市場・環境の変化
に伴い商品・サービスが売れにくくなっ
ていると考えられる

✓ 独自の付加価値をつけた商品・サービ
スでないと大手やネット通販との価格
競争に巻き込まれてしまうが、売れる
商品開発や販売のノウハウが十分に
ないと推察される

✓ これまでの顧客や売上の減少に加えて
コロナ禍による影響を強く受けている
業種が多く、短期的＋長期的な経営
改善策を打たないと倒産・廃業につな
がる可能性が高い

①売れる商品づくりを学ぶ場の提供
✓ 新入社員から経営者のコースまで、自

社商品を売るための基本を身につける
✓ 地方の中小零細企業が勝てる商品

のつくり方・売り方を学ぶセミナー、ワー
クショップ

✓ 特産品や地域資源を活用し、高付加
価値商品を開発・販売している市内
事業者の事例紹介

✓ 今ある商品で顧客を開拓するための
ワークショップ(商品の独自価値や顧客
が喜ぶ理由などを考える)

②ネット販売のノウハウを学ぶ場の提供
✓ インターネットを活用して地方から全
国・世界に販売している市内事業者
を講師に招きセミナー開催

③テスト販売の支援
✓ 試作品を試飲・試食してもらいインタ

ビューやアンケートなどを実施⇒フィード
バックする場の提供(CLT:会場調査)

中長期的支援(顧客・商品サービス創造による競争力強化)

資金繰りや雇用維持のために、顧客
を増やして売上を上げたい


